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 体重 310～440 g の Wistar 系ラット（♂７匹、♀６匹、合計 13 匹）を用いた。ケタミン（100 mg/kg）、キシラジ
ン（10 mg/kg）、硫酸アトロピン（0.01 mg/kg）にて全身麻酔（腹腔内注射）を行い、２％キシロカイン 0.5 ml にて
局所麻酔後、大腿静脈にカテーテルを挿管した。次に２％キシロカイン 0.5 ml にて局所麻酔後、気管切開して気管カ
ニューレを挿管した。次に、２％キシロカイン 1.5 ml にて局所麻酔後、下顎を除去して軟口蓋に刺激電極刺入または
小口蓋神経を剖出して刺激電極を固定した。次に、脳定位固定装置に固定して２％キシロカイン 0.5 ml にて局所麻酔
後、右脳開頭術を行い、ミオブロック（0.4 mg/kg カテーテルより注入）により非動化し気管カニューレに人工呼吸
器を接続した。次に、マニピュレーターに装着した銀ボール電極を右脳に接触させて、軟口蓋（intensity；2～4 mA）
及び小口蓋神経（intensity；5～7.5 mA）を電気刺激（duration；0.2 msec、interval；5 sec）し、誘発電位を記録
した。次に、軟口蓋の誘発電位が記録された大脳皮質部位にタングステン電極を刺入（深さ 800～1700μm）し、皮
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、ラット大脳皮質における、軟口蓋の感覚情報処理機構を検討したものである。軟口蓋電気刺激により引
き起こされる一次誘発電位は、大脳皮質体性感覚野と運動野の双方に認められ、また、軟口蓋前方及び後方の感覚情
報は、体性感覚野及び運動野上で内外側方向に再現されていることが明らかとなった。 
 以上より本研究は、軟口蓋による食塊の認知機構の一端を明らかにしたものであり、博士（歯学）の学位に値する
ものと認める。 
